
２０２２年度 事業概要

２０２２年４月

国土交通省中部地方整備局

越美山系砂防事務所

高地谷第１砂防堰堤（202１年度完成）

親子を対象にした「夏休み特別教室」（2021年7月）
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事業区域図

徳山ダム

横山ダム

事業区域の特性

 年間平均降水量が3,000mmを越える 岐阜県随一の多雨多雪地帯

 根尾川断層※をはじめとする 活断層による脆弱な地質
※）明治24年（1891年）、日本最大の内陸型地震「濃尾地震」(M8.0)を起こした断層

深層崩壊（100万m3超）を含む土砂災害が何度も発生

ナンノ谷大崩壊地

徳山白谷大崩壊地

根尾白谷大崩壊地

活断層と過去の主な深層崩壊年降水量の平均値分布(1981～2010)
揖斐川：2491.4mm 樽見：3228.9mm

岐阜地方気象台HPより

直轄砂防区域
約873km2
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根尾白谷大崩壊地
（1965年）

徳山白谷大崩壊地
（1965年）

ナンノ谷大崩壊地
（1895年）

過去の主な深層崩壊

越美山系砂防事業の略歴

昭和40年（ 1965年）

昭和43年（ 1968年）

昭和50年（ 1975年）

昭和58年（ 1983年）

平成元年（ 1989年）

平成16年（ 2004年）

平成17年（ 2005年）

平成18年（ 2006年）

平成20年（ 2008年）

平成22年（ 2010年）

平成23年（ 2011年）

平成24年（ 2012年）

平成26年（ 2014年）

平成30年（ 2018年）

9月14,15日の集中豪雨（奥越豪雨）により徳山白谷、根尾白谷の大崩壊発生と

共に各地で大きな被害発生

災害のための砂防調査開始

越美山系砂防工事事務所開所

台風６号により坂内村で大きな被害発生

集中豪雨により能郷倉見で大崩壊発生し根尾西谷川をせき止める

久瀬村、根尾村（樽見より下流）区域が直轄編入

本巣町、真正町、糸貫町、根尾村が合併し本巣市となる

揖斐川町、谷汲村、春日村、久瀬村、藤橋村、坂内村が合併し揖斐川町となる

揖斐川町東横山で地すべり発生

西濃豪雨により揖斐川町各地で被害発生

揖斐川町坂内川上で山腹崩壊発生

豪雨により根尾越波にて土石流発生

揖斐川町坂内川のギラ谷で表層崩壊発生 中ノ原谷で土砂流出が発生

本巣市根尾大河原地先の下河原谷で土砂流出が発生

越美山系直轄砂防事業50周年



近年の災害

平成24年9月 土石流 （揖斐川町坂内坂本） 平成26年8月 土石流 国道157号寸断

平成18年5月 東横山地先地すべり 平成20年9月 西濃豪雨 国道303号寸断

平成22年8月 八草川山腹崩壊 平成23年1月 土石流 （本巣市根尾越波）
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（ 2006年）

（ 2010年）

（ 2008年）

（ 2011年）

（ 2012年） （ 2014年）

（揖斐川町東横山）

（本巣市根尾大河原）

（揖斐川町東津汲）

（揖斐川町坂内川上）



項 目 2021年度(当初) 2021年度(補正) 2022年度(当初)

砂防事業費 １，６４３，０００ ９６０，０００ １，６０７，０００

揖斐川 １，１５０，０００ ６１０，０００ １，１２５，０００

根尾川 ４９３，０００ ３５０，０００ ４８２，０００

総合流域防災対策費 ５９，０００ ３０，０００ ５３，５００

令和４年度事業費 単位（千円）

（注）金額は事業費ベース（事務取扱費を除く）です。
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１．過去の大災害を繰り返させない

２．下流を洪水から守る横山ダムの堆砂を軽減する

３．土石流から集落を守る

４．大規模（深層崩壊）土砂災害に備える

砂防事業費の推移(単位：百万円）

※H20以降の事業費は業務取扱費を除く

過去の大災害と同程度の豪雨時にも、越美山系及び下流域の氾濫被害
を防止するための砂防施設を整備する。

横山ダムに流入する土砂を軽減するための砂防施設を整備する。

土石流により被害を受けるおそれのある集落や道路等を守るための
土石流対策砂防施設を整備する。

ナンノ谷、徳山白谷、根尾白谷の三大崩壊を踏まえ、河道閉塞等の
大規模土砂災害に備えて、ソフト対策及びハード対策を引き続き進
める。

事業実施の基本方針



2022年度事業実施予定箇所

位置図
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根倉谷第１砂防堰堤

三倉大谷第１砂防堰堤

大谷川第３砂防堰堤

横山ダム

徳山ダム

ナンノ谷砂防堰堤１号

アテガ平谷第１砂防堰堤

百々之木谷第１砂防堰堤

天神堂岡谷第２砂防堰堤

バンタ川第１砂防堰堤

ガラン谷第１砂防堰堤

ナンノ谷砂防堰堤２号

村之谷第１砂防堰堤

奥ノ洞砂防堰堤工群

堂洞第１砂防堰堤

蛇抜谷砂防堰堤工群
篠洞谷砂防堰堤

北ノ谷砂防堰堤工群

西津汲第２砂防堰堤

宮洞谷第１砂防堰堤

社宮神洞第１砂防堰堤

番号 河　川　名 渓　流　名 箇　　所　　名 所　　在　　地 概要

1 揖斐川 大谷川 大谷川第３砂防堰堤 揖斐郡揖斐川町坂内広瀬 工事

2 揖斐川 百々之木谷 百々之木谷第１砂防堰堤 揖斐郡揖斐川町乙原 工事

3 揖斐川 大谷 三倉大谷第１砂防堰堤 揖斐郡揖斐川町三倉 工事

4 揖斐川 坂内川 ナンノ谷砂防堰堤１号改築 揖斐郡揖斐川町坂内川上 工事

5 揖斐川 坂内川 ナンノ谷砂防堰堤２号改築 揖斐郡揖斐川町坂内川上 工事

6 揖斐川 村之谷 村之谷第１砂防堰堤 揖斐郡揖斐川町樫原 工事

7 揖斐川 堂洞 堂洞第１砂防堰堤 揖斐郡揖斐川町東横山 工事

8 揖斐川 奥ノ洞 奥ノ洞砂防堰堤工群 揖斐郡揖斐川町日坂 工事

9 揖斐川 バンタ川 バンタ川第１砂防堰堤 揖斐郡揖斐川町日坂 工事

10 揖斐川 揖斐川流木対策 揖斐郡揖斐川町 工事

11 揖斐川 揖斐川砂防施設改築 揖斐郡揖斐川町 工事

12 揖斐川 天野谷 西津汲第２砂防堰堤 揖斐郡揖斐川町西津汲 調査設計

13 揖斐川 北ノ谷 北ノ谷砂防堰堤工群 揖斐郡揖斐川町西横山 調査設計

14 揖斐川 篠洞谷 篠洞谷砂防堰堤 揖斐郡揖斐川町坂内広瀬 調査設計

15 揖斐川 社宮神洞 社宮神洞第１砂防堰堤 揖斐郡揖斐川町外津汲 調査設計

16 揖斐川 根倉谷 根倉谷第１砂防堰堤 揖斐郡揖斐川町外津汲 調査設計

17 根尾川 ガラン谷 ガラン谷第１砂防堰堤 本巣市根尾大井 工事

18 根尾川 アテガ平 アテガ平谷第１砂防堰堤 本巣市根尾板所 工事

19 根尾川 蛇抜谷 蛇抜谷砂防堰堤工群 本巣市根尾板所 工事

20 根尾川 根尾川流木対策 本巣市 工事

21 根尾川 根尾川砂防施設改築 本巣市 工事

22 根尾川 岡谷 天神堂岡谷第２砂防堰堤 本巣市根尾天神堂 調査設計

23 根尾川 宮洞谷 宮洞谷第１砂防堰堤 本巣市根尾市場 調査設計
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【大谷川第３砂防堰堤】
大谷川第３砂防堰堤は、横山ダム貯水池上流における土砂流入抑制が望まれる坂内

川の大支川です。さらに、住居や公共施設が集中する坂内振興事務所管内の中心的な
集落を二分する大谷川は、上流域の荒廃が進み不安土砂が堆積する危険度の高い流域
です。 2021年度に工事用道路が完成し、2022年度から早期完成を目指し本堤の整備に
着手します。

※施工にあたっては、猛禽類調査を実施するなど環境に配慮し、事業を進めています。

施工状況 2022年3月現在

【三倉大谷第１砂防堰堤】
三倉大谷の上流は荒廃が進み、河道

には過去からの流出土砂が不安定な状態
で堆積しています。2022年度は引き続
き本堤の整備を進め、早期完成を目指
します。

揖斐川流域

施工状況 2022年1月現在 上流部の荒廃状況

【百々之木谷第１砂防堰堤】
百々之木谷の上流は荒廃が進み、河道

には過去からの流出土砂が不安定な状態
で堆積しています。2022年度は引き続
き本堤の整備を進め、早期完成を目指し
ます。

施工状況 2022年3月現在
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施工状況 2022年3月現在

【ナンノ谷砂防堰堤１号改築】
坂内川の土砂流出抑制対策として既設の

ナンノ谷砂防堰堤１号において、嵩上げ等
の改築事業を実施しています。2022年度は
引き続き既設堰堤の改築を進め、早期完成
を目指します。

※施工にあたっては、猛禽類調査を実施するなど環境に配慮し、事業を進めています。

【村之谷第１砂防堰堤】
村之谷は、上流域の荒廃が進み、渓岸が

急峻で河道には過去からの流出土砂が不安
定な状態で堆積しています。2022年度は
引き続き本堤の整備を進め、早期完成を目
指します。

殿又谷第２砂防堰堤 2022年2月 流木止め設置

【流木対策事業】
揖斐川の上流域には森林荒廃による大

量の雪倒木等が河道に堆積しています。
降雨による流木被害が懸念されているこ
とから、引き続き既設砂防堰堤への流木
止め施設の設置を進めていきます。

【堂洞第１砂防堰堤】
堂洞は、流域内には多数の崩壊地が見

られ、渓床部には不安定土塊の堆積が確
認されています。2022年度は引き続き砂
防堰堤を施工するために必要な工事用道
路を建設を進めます。

施工状況 2022年3月現在

施工状況 2022年3月現在
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【蛇抜谷砂防堰堤工群】
蛇抜谷流域の上流部に不安定土塊が確認されており、下流には地域の主要交通網であ

る国道157号が存在していることから、土砂災害に対する安全性を確保するための対策
が必要となっております。2018年度にワイヤーネットを設置し、更なる安全性向上のた
め、2022年度は引き続き砂防堰堤や強靭ワイヤーネットの整備を進めます。

施工状況 2022年3月現在

施工状況 2022年2月現在

※施工にあたっては、猛禽類調査を実施するなど環境に配慮し、事業を進めています

【ガラン谷第１砂防堰堤】
ガラン谷は、上流域に多数の崩壊地が

みられ、河道には不安定土塊の堆積や倒
木が確認されています。2022年度は引き
続き本堤の整備を進め、早期完成を目指
します。

施工状況 2022年3月現在

根尾川上流域の荒廃状況

国道157号

根尾川

根尾川右岸より蛇抜谷を望む

根尾川流域

【アテガ平谷第１砂防堰堤】
アテガ平谷は、上流域に多数崩壊地がみ

られ、河道には不安定土塊の堆積や倒木が
確認されています。2022年度は引き続き砂
防堰堤を施工するために必要な工事用道路
を建設を進めます。



WEBを活用した土砂災害対応の防災訓練
（20機関が参加 2021年10月）

土砂災害が発生した時に国、県、市町な
どの関係機関が連携し、適切に対応するた
めに「越美山系大規模土砂災害連絡調整
会」を設立、毎年、防災訓練を実施し迅速
な情報伝達、防災体制の強化を図っていま
す。
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大規模土砂災害に備えた関係機関との連携

地震や豪雨による土砂災害が揖斐川上流
域で発生した時、越美山系砂防事務所は無
人航空機等により迅速に被害を調査し、被
害拡大の防止につなげるため、｢一般社団
法人岐阜県測量設計業協会｣と災害応急対
策(撮影・画像解析)に関する覚書きを締結
し、継続的に相互に留意点の確認等を実施。

迅速な対応に備えた業界組織との連携

TEC-FORCE（緊急災害対策派遣隊）と
は、被災した地方公共団体等の災害対応を
支援する国土交通省の組織です。被災地域
が十分な災害対応を講じることが困難とな
るような大規模自然災害等において出動し
災害対応の支援を行います。

TEC-FORCEによる被災地支援

事務所の取組（土砂災害への備えと支援）

逢初川で発生した土石流災害に対する調査
（熱海市伊豆山2021年7月）

大規模な土砂災害が急迫している状況に
おいて、市町が適切に住民の避難指示の判
断等を行えるよう特に高度な技術を要する
土砂災害については、国土交通省が被害の
想定される区域・時期の情報を提供するた
めに緊急調査を行います。緊急調査に備え
机上訓練を含めた技術的な講習も実施。

土砂災害防止法に基づく緊急調査対応

無人航空機による災害応急対策に関する
覚書きに則した演習

緊急調査対象の河道閉塞(天然ダム)
発生時の技術的講習



砂防事業をより広く知っていただく機会
として地元市町及び地元ケーブルテレビ局
の協力のもと、工事現場の紹介や通常小中
学校へ出向いて行う出前授業の様子を撮影
しＴＶ出前授業としてケーブルＴＶの番組
として繰り返し放送しました。

ケーブルTVを活用した事業紹介

事務所の取組（防災支援・砂防学習）

濃尾地震から130年

災害時の「逃げ遅れゼロ」を目指した啓
発活動として、小中学校の先生や生徒を対
象に、治水砂防、土石流の歴史、災害リス
クや防災への取組などに関する学習を行っ
ています。2021年度は揖斐川町立清水小
学校で出前授業を行いました。

土砂災害に関する小中学生対象の教育
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揖斐川町立清水小学校へ出前授業（2021年12月）

揖斐川町内の小学校に通う児童に砂防や
建設業について知ってもらうため、大規模
砂防堰堤の工事現場で工事概要説明、建設
機械の乗車体験、ICT施工の説明、ドローン
の操作、測量など体験型の現場見学会を実
施しました。

親子を対象にした夏休み特別教室

工事現場で建設機械の試乗体験（2021年8月）

令和3年(2021)は、明治24年(1891)10月
28日旧根尾村を震源とし発生、甚大な被害
をもたらした「濃尾地震から130年」の節
目の年。この地震による災害を振り返り、
濃尾地震と砂防事業の紹介を、本巣市教育
委員会と連携したパネ展を市庁舎・道の駅
などでリレー形式とWEBで展示。

ケーブルTV放送の様子（2021年）

モレラ岐阜でのパネル展示（2021年12月）



ＣＩＭを活用した３次元の施工状況予想図
や完成図を作成し、砂防堰堤の様々な施工段
階を予め「見える化」させる施工を進めてい
ます。施工イメージが共有でき、施工機械や
人員配置、工程検討がスムーズになり、安全
教育などが充実し抜かりのない事前準備がで
きます。掘削作業にＩＣＴ施工を導入するこ
とで、生産性・安全性が向上しています。

3Dデータを活用した堰堤施工（CIM・ICT)

事務所の取組（女性活躍・ICT）

「女性が働きやすい工事現場の実現」を目
指し、越美山系砂防事務所及び工事受注企業
の女性職員からなる「工事現場パトロール
けんせつ小町隊」を2017年に結成しました。
女性技術者の定着促進に向けて2022年度も引
き続き工事現場のパトロール、安全利用点検
等を行う予定です。

けんせつ小町隊による活動支援

工事現場パトロールの結果報告（2021年11月）

建設ICT等に関する意見交換
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意見交換会の様子（2022年2月)

バックホウ内部のモニター

3次元データからコンクリート打設時の状況予想

砂防事業に携わる技術者と事務所職員がイ
ンフラ分野のDXを推進に向けて、建設ICTに
関する情報提供（インフラ分野DX、通信機器
、3次元測量）を行い、建設ICT等に関する課
題等を共有するため、意見交換をWEB方式で
実施しました。

UAVを活用した砂防施設点検

UAV撮影写真から砂防堰堤の３次元ﾓﾃﾞﾙを作成

砂防堰堤などの施設点検にＵＡＶを活用す
ることで、危険な箇所へ人が近寄らなくても
現地写真の撮影が可能となり点検者の安全性
が向上します。飛行プログラム機能を活用す
ることで、同じ視点の写真撮影が可能となり
、作業時間が大幅に短縮します。



■不透過型砂防堰堤が土砂の流れを調節する働き

① 川（渓流）ではいつも、水と一緒に土砂も

流れています。
② 透過型砂防堰堤を設けた場合でも、普段は、

水と土砂は同じように下流に流れていきます。

③ 大雨が降り土石流が発生したとき、大きな岩、
流木などを含む土砂は、堰堤に引っかかり
止まります。

④ 堰堤にたまった岩・土砂・流木などは、次の
土石流に備えて取り除きます。

■透過型砂防堰堤が土石流をとらえる働き
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砂防堰堤の機能

①不透過型砂防堰堤は、土砂で
一杯になっていても、効果がな
くなるわけではありません。堰
堤の上流側では、土砂がた
まって川の勾配がゆるくなり、
川幅も広がるため、水が流れ
るスピードも遅くなります。

②大雨と一緒に大量の土砂が
流れてくると、川の勾配がゆ
るい堰堤の上流側で水のス
ピードが遅くなり、既にたまっ
ていた土砂の上にさらに大き
く一部の土砂が積もってたま
ります。

③上にたまった土砂はその後、
雨が降るたびに水の力で削
削られ、少しずつ下流に流
れ出ていきます。 （その後、
大雨が降ると再び②のよう
に大きく積もってたまります。）



SABOカード（現在９種類）

SABOカードは、越美山系砂防事務所が開催する各種イベントに参加された方
を対象に無料で配布しています。
配布するイベントは、当事務所のホームページやTwitterでお知らせします。

本巣市

揖斐川町

越美山系砂防事務所

揖斐川流域

根尾川流域

●

施設位置図

⑨

⑥●

●

⑧

⑦
●

●
③

●
④ ●

⑤

●②

●

①

●

【揖斐川流域】

①貝月谷渓流保全工

②山の谷第１砂防堰堤

③高地谷第１砂防堰堤

④寒谷第１砂防堰堤

⑤大蔵谷第１砂防堰堤

【根尾川流域】

⑥鷲巣谷第１砂防堰堤

⑦下河原谷第１砂防堰堤

⑧ヌクミ谷第１砂防堰堤

⑨岡谷第１砂防堰堤

① ② ③ ④

⑤ ⑥ ⑦ ⑧

⑨
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組織

職員数 18名
(2022.4.1現在) 事業対策官

副所長(技術)

副所長(事務)

総務課

工務課

調査課

事務所長

国土交通省 中部地方整備局

越美山系砂防事務所
〒501-0605 岐阜県揖斐郡揖斐川町極楽寺１３７番地

ｍａｉｌ： cbr-etsumi@mlit.go.jp
総務課 tel(0585)22-2161 fax(0585)22-2174

工務課 tel(0585)22-2162 fax(0585)22-6971

調査課 tel(0585)22-2163 fax(0585)22-6971
2022.4.1

Twitter、やってます♪

越美山系砂防事務所が所管する揖斐川及び根尾川上流域の
砂防事業に関する情報を中心に発信しています。
みなさまのフォローをお待ちしております!

国土交通省 越美山系砂防事務所
@mlit_etsumisabo

越美山系砂防事務所ホームページ
https://www.cbr.mlit.go.jp/etsumi/index.html


